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事 例

おすすめの
マンションタイプ

頁
小中
規模

大規模
高層型 団地型

防災マニュアルの種類

01 住民用の防災ハンドブックをファイルにして全戸配布 ● ● ● P.３

02 アクションカード型の防災マニュアル ● ● P.４

平時の防災組織

03 管理組合と自治会による共同型の防災組織 ● ● ● P.５

04 住民の専門性や特技を活かした支援体制の構築 ● ● ● P.６

05 複数年任期制により知見を引き継ぐ有志組織の結成 ● ● ● P.７

06 体験型防災訓練＋交流会で訓練参加率アップと住民のつながりづくり ● ● ● P.８

防災資機材・飲料水等の備蓄

07 室内と屋外の防災倉庫を組み合わせた分散備蓄 ● P.09

居住者への啓発

08 防災チラシによる備蓄の呼びかけや防災ルールの啓発 ● ● ● P.10

09 防災通信の発行やホームページによる防災知識の啓発 ● ● ● P.11

10 防災アンケートによる居住者の防災意識向上 ● ● ● P.12

災害時の活動体制

11 棟やフロアごとにリーダーや代表を定めた情報伝達によるスムーズな防災活動体制づくり ● ● P.13

12 階段やエレベーターの動線を考慮した活動範囲の細分化 ● ● P.14

13 情報伝達がしやすい３階層ごとの活動体制づくり ● P.15

14 災害対策本部の立ち上げに必要な備品をひとまとめにして本部設置場所に保管 ● ● ● P.16

災害対策本部活動フロー

15 個人と防災組織の行動を時系列でまとめたシートの作成 ● ● ● P.17

16 全体フローと行動手順書、作業マニュアルを体系的に整備 ● ● ● P.18

安否確認

17 安否確認ボードによる安否確認結果の見える化 ● ● ● P.19

18 「平時」も「災害時」も利用できる防災ボードの設置 ● ● ● P.20

19 中間階への無線機配置による上下階の情報連携の維持 ● P.21

20 支援が必要な人を事前に把握し、近隣の支援者とつながって支える仕組みづくり ● ● ● P.22

建物の安全点検

21 応急点検チェックリストを使った居住者による建物の安全確認と二次災害防止措置 ● ● ● P.23

トイレ・排水対応

22 トイレ・排水の防災知識をイラストや動画でわかりやすく発信 ● ● ● P.24

23 排水制限解除の手順や点検方法のマニュアル化 ● ● ● P.25

生活支援

24 地域防災拠点の支援物資をマンション単位で受け取る体制づくり ● ● ● P.26

水害対応

25 水害時の避難対象者の事前把握と要配慮者向けの避難場所の開設 ● ● ● P.27

26 浸水対策の手順書の作成 ● ● ● P.28

27 水害時の災害対策本部活動のマニュアルとタイムラインの作成 ● ● ● P.29

その他（地域連携）

28 マンションが連携するからこそできる避難所との連携やマンション同士の情報交換 ● ● ● P.30
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本事例集の掲載情報は2026年3月時点の情報です。マンション防災マニュアル作成の手引き 事例集

おすすめの
マンションタイプ

特 徴

P.3

l 災害対策本部向けの防災マニュアルの他に、住民用の「防災ハ
ンドブック〈家庭版〉 」を共助と自助に分けて作成している。

l 災害対策本部のマニュアルと分けて作成することで、各居住者
が行う事前の備えだけでなく、災害時の災害対策本部への協力
を啓発することができ、災害時の混乱を減らすことにつなが
る。

l 防災ハンドブックは、防災ルールの更新や備蓄品の入れ替え等
に伴う情報更新が容易なよう、差し替え可能なファイル形式と
し、玄関に掲示できるようマグネットと一緒に各住居に配布し
ている。

l 共助編は震災発生時にすぐに見られるよう「行動手順」と「注
意事項」「ツール」等をシートにし、自助の備え編は各家庭で
の平時の備えをまとめている。

「防災ハンドブック〈家庭版〉」共助編 「防災ハンドブック〈家庭版〉」自助の備え編

パーク・ハイム金沢文庫（金沢区）総戸数：78戸 建物：地上４階 地下７階

事例

01
防災マニュアルの種類

住民用の防災ハンドブックをファイルにして
全戸配布

l 住民用の防災マニュアルも防災ルールの見直しや変更等に伴い更新が必要です。また、居住者の入れ
替えもあるため、防災訓練や説明会等で定期的に周知することが大切です。

参考にする際のポイント



本事例集の掲載情報は2026年3月時点の情報です。マンション防災マニュアル作成の手引き 事例集

おすすめの
マンションタイプ

特 徴

P.4

l 集まった住民自らが初動期の防災活動を行えるように、初めにやるべき任務を記載したアクションカー
ド形式の防災マニュアル。必要な道具や様式をあわせて保管。

l アクションカード形式にすることで、管理組合の理事長や役員、リーダー等が不在であっても、活動を
行うことができる。

マンションＦＭＢ（ファースト・ミッション・ボックス）

マンション向け地震対応箱MEAS(めあす）

エクステ大倉山（港北区）総戸数：137戸 建物：地上７階 ３棟

事例

02
防災マニュアルの種類

アクションカード形式の防災マニュアル

l マニュアルの保管場所は、誰でもすぐに取り出せる場所にします。大規模マンションで活動範囲が複
数ある場合は、ブロックごとに使いやすい場所に保管し、鍵の管理にも注意します。

l 年1回以上は中身の点検と更新を行い、現状の体制・連絡先に合わせて修正します。

レイディアントシティ本郷台（栄区）総戸数：274戸 建物：地上９階

参考にする際のポイント



本事例集の掲載情報は2026年3月時点の情報です。マンション防災マニュアル作成の手引き 事例集

おすすめの
マンションタイプ

特 徴

P.5

l 管理組合と自治会が役割を分担しながら連携して防災活動を行う共同型の防災組織体制。

l 両者が連携することで、災害時には地域防災拠点での行政からの最新情報の入手や支援物資の受け渡し
が円滑になり、平時においても「町の防災組織活動費補助金」が活用できる等、防災活動をスムーズに
進めることができる。

戸塚ハイライズ（戸塚区）総戸数：400戸 建物：地上11階

事例

03
平時の防災組織

管理組合と自治会による共同型の防災組織

l あらかじめ管理組合と自治会の役割分担や位置づけを整理し、連携体制を明確にしておく必要があり
ます。

三ツ境ハイタウンテラスハウス（旭区）総戸数： 69戸 建物：地上３階 ２棟

管理組合

防火管理者

防災計画
自衛消防組織管理

自治会

自治会長

防災備蓄品・防災機材管理 地域（連合自治会）との連携

三ツ境ハイタウンテラスハウス

連携

戸塚ハイライズ（居住区）

管理組合法人（組織）

管理組合理事会

防犯防災担当理事

自治会（組織）

自治会理事会

防犯防災担当理事

防災協議会 防犯協議会

戸塚ハイライズ自衛防災隊

会長：管理組合理事長
メンバー
管理組合・自治会・自衛防災隊 各３名
統括防火管理者 １名 計10名

会長：自治会会長
メンバー
自治会・管理組合 各３名 計６名

• 管理組合は防災計画、「自衛消防組織」及びハード面（建物、設備の維持管理）、自治会はソフト面（備
蓄品、防災機材管理等の居住者の日常生活支援）を担当する。

• 「管理組合法人」と「自治会」の共同組織である「防災協議会」を設置している。
• その下部組織として「戸塚ハイライズ自衛防災隊」を位置付けている。自衛防災隊は災害時の対策本部と
しての役割も兼ね、震度５強以上で設置する。

管理組合

防火管理者

防災計画
自衛消防組織管理

自治会

自治会長

防災備蓄品・防災機材管理 地域（連合自治会）との連携

三ツ境ハイタウンテラスハウス

連携

参考にする際のポイント



本事例集の掲載情報は2026年3月時点の情報です。マンション防災マニュアル作成の手引き 事例集

おすすめの
マンションタイプ

特 徴

P.6

l 医療・建築・設備等の専門知識を有する居住者をアンケート等により把握し、「災害時救護・建物専門
家名簿」を作成することで、災害時に人員が不足した場合でも対応できるよう支援体制を整備している。

l 支援体制は、災害時の救護や建物に関する専門的な支援だけでなく、一般的な支援、平時の防災マニュ
アル作成や防災訓練の支援等、幅広い分野にわたって構築されている。

l 専門性や特技を持つ居住者が防災活動に関わる仕組みを作ることで、防災活動を身近なこととして捉え
やすくなり、マンション全体の防災力向上につなげている。

保土ケ谷パークハイツ（保土ケ谷区）総戸数：161戸 建物：地上７階

事例

04
平時の防災組織

住民の専門性や特技を活かした支援体制の構築

居住者による専門性や支援内容の例

災害時救護・建物専門家名簿

l アンケートは利用目的（平時・災害時の支援体制構築のため等）を明示し、希望制や自己申告により
登録します。災害時の連絡先も合わせて収集し、定期的更新や保管には配慮します。

l アンケートは、居住者台帳更新時、防災訓練時等に実施すると効率的です。

専門性の種類 支援内容や資格等

医療・看護 応急医療処置、看護、AED、トリアージ

福祉・介護 介護福祉士、ケアマネージャー/ワーカー、手話通訳

建築 建築物補修、給水排水設備、電気設備

通信 アマチュア無線操作

防災 災害対策本部活動を支援

一般 安否確認、誘導、食料/飲料配布、力仕事 等の支援

参考にする際のポイント



本事例集の掲載情報は2026年3月時点の情報です。マンション防災マニュアル作成の手引き 事例集

おすすめの
マンションタイプ

特 徴

P.7

l 知見を持った管理組合員を中心にした防災専門チーム「防災会」を結成し、平時はマニュアルの精査や
防災講習会の開催等を行っている。

l 「防災会」には居住者の専門性や経験を活かす「技術アドバイザー」や「推進アドバイザー」を募り、
配置している。

l 「防災会」は「管理組合」「自治会」と連携した活動を行う。

l 任期は継続性を維持するために毎年の持ち回りではなく、複数年担当としている。

l 初めて防災活動を担う場合、慣れないことによる不安や作業の負担が生じやすくなる。複数年任期や
チームとしてバックアップする体制は、担当者の負担を減らすだけでなく、防災活動の継続や内容の充
実につながる。

サンハイツ戸塚（戸塚区）総戸数：97戸 建物：地上５階

事例

05
平時の防災組織

「防災会」の活動

「防災会」の位置付け

l 担当者の負担を減らしながら、防災活動を推進するには以下のような工夫も有効です。

（工夫の例）

• 経験者がアドバイザーや相談役等になる／再任を認める。
• 管理組合、自治会の各役員は１年交代の輪番制にし、発災時は防災組織等と協同で災害対策に当たる。
• 役員以外の防災組織のメンバーは輪番制にせず、知見を持った経験者等が継続的に活動を行い、サポート
する支援チームを別に置く。 等

体制構築 実践活動 広報活動

• 防災規約作成
• 関連管理ルール等見直し提案
• 手順書・マニュアルの精査
• 災害対策器材の更新・整理
• 組織内IT化推進

• 災害時の安全確保・救援活動
• 防災講習会開催
• 自主防災訓練の実施
• 非常時ハンドブックの見直し
• 将来予定される大災害への備え

• 定期広報誌の発行
• 防災・減災ガイドの発
行・見直し

• 外部関連団体との交流

複数年任期制により知見を引き継ぐ
有志組織の結成

管理
組合

防災会 ⾃治会

連絡
会議

防
災
活
動
の
実
践

活
動
・会
計
報
告

活
動
予
算
の
配
分

活
動
の
監
査

各
種
委
員
会
で
の
討
議

戸塚区、地域情報

担当役員の参画

参考にする際のポイント



本事例集の掲載情報は2026年3月時点の情報です。マンション防災マニュアル作成の手引き 事例集

おすすめの
マンションタイプ

特 徴

P.8

l 防災訓練は安否確認訓練やトイレの組み立て等の体験型訓練の他、コロナ禍ではオンライン訓練を開催
し、毎年８割前後の高い参加率を維持している。

l 防災訓練の終了後に「住民交流会」を開催している。交流会では一人一杯の無料チケットを配布し、お
茶やジュース、ビール等を振る舞っている。

l 体験型の訓練や訓練後の交流会の開催の他、オンラインを活用した訓練等が住民の交流のきっかけをつ
くり、防災訓練の高い参加率につながっている。

ザ・パークハウス横浜新子安ガーデン（神奈川区）総戸数：499戸 建物：地上10階 地下１階

事例

06
平時の防災組織

訓練の全体の様子 コロナ禍のオンライン防災訓練の様子

体験型防災訓練の様子

体験型防災訓練＋交流会で訓練参加率アップ
と住民のつながりづくり

l 交流会後に簡単なアンケートを実施し、「よかった点」「改善点」「次回の希望」等を収集すると次
回の開催に活かせます。

l 訓練・交流の様子を写真や動画で記録し、次年度の募集ポスターや防災通信等に活用すると周知効果
が高くなります。

ザ・パークハウス新子安ガーデンのホームページより

参考にする際のポイント



本事例集の掲載情報は2026年3月時点の情報です。マンション防災マニュアル作成の手引き 事例集

おすすめの
マンションタイプ

特 徴

P.9

l 震災備蓄用品は室内と屋外で分散して備蓄している。室内は管理センターを中心として、各棟のエレ
ベーター脇の倉庫にも保管している。その他、屋外に分散した防災倉庫がある。

l 倉庫では、救助救出資機材や照明道具、清掃道具等を保管し、備品台帳は毎年最新版を総会議案書に添
付している。

l 非常用食料、トイレバック等は各家庭で備蓄することとしており、管理組合では基本的には備蓄してい
ないが、防災本部スタッフ用の備蓄は用意している。

l 棟の配置を考慮して防災倉庫を分散して配置することで、必要な資機材を迅速に持ち出すことができ、
災害直後の混乱や負担の低減につながる。

事例

07
防災資機材・飲料水等の備蓄

室内と屋外の防災倉庫を組み合わせた分散備蓄

l 団地型の場合は主要な防災倉庫を災害対策本部の近くに配置する、その他の防災倉庫はきるだけ各棟
やブロックからアクセスしやすい位置に配置する等、災害時の動線を踏まえた配置を検討しましょう。

l 迅速に取り出す必要がある救命救助用備品や重たい飲料水等はできるだけ分散して保管すると良いで
す。

棟内防災倉庫

屋外防災倉庫 管理センター
及び、各番館エレベーター脇倉庫

棟内防災倉庫 屋外防災倉庫の保管品

防災倉庫の配置図

サン・ステージ緑園都市西の街（泉区）総戸数：638戸 建物：地上14階 ６棟

参考にする際のポイント



本事例集の掲載情報は2026年3月時点の情報です。マンション防災マニュアル作成の手引き 事例集

おすすめの
マンションタイプ

特 徴

P.10

l 防災マニュアルは、居住者用と地震対策本部用の２種類を作成している。

l 居住者用マニュアルとして、居住者に「日常」と「災害時」に行ってもらいたい行動を簡潔に整理した
チラシを作成している。

l 居住者向けの防災マニュアルとして概要版となるチラシを作成し、配布や掲示をすることで、居住者の
防災意識を高め、防災備蓄の推進や災害時の協力体制の向上につながる。

BELISTA横浜（西区）
総戸数：199戸 建物：地上11階

事例
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l 居住者に伝える際は、「日常の備え」と「災害時の行動」を整理し、箇条書きやチェックリスト形
式、イラストを活用すると、情報がより伝わりやすくなります。

l 居住者の入れ替わりもあるため、定期的な回覧や、年に１回の全戸配布が必要です。

l 掲示板やエレベーター等の目にとまりやすい場所に掲示するのも効果的です。

居住者用の防災マニュアル 震災対策10原則

防災チラシによる備蓄の呼びかけや
防災ルールの啓発

ヒルトップギャラリー横浜レジデンス（栄区）
総戸数：285戸 建物：地上13階 地下１階 ４棟

① 家具の転倒防止・家電の固定・ガラスの飛散防止をする

② ライフライン（電気・水道・ガス）が全てダメになっても、

最低３日間は自宅で生活できる物資を準備する

・３日分飲料水（一人１日３リットル）、食料、トイレ袋（大人１日５回分）の備蓄

・携帯ラジオ、懐中電灯、乾電池、スマホ用充電器（モバイルバッテリー）

　ペーパータオル類、ラップフィルム、ごみ袋、現金

③ 家族との連絡方法を決めておく

・伝言ダイヤル『１７１』

・携帯電話伝言サービス、SNS等

④ 長期ごみ、汚物を保管できる容器、飲料水用タンクを用意する

⑤ 災害時に援助が必要な人は、必ず管理組合に届け出をしておく

① 室内の安全な場所に移動し、姿勢を低くして、身の安全を確保する

・火のそばや物が飛んできそうな場所は避けて、部屋の中で

　安全なスペース（物が多くない場所）を予め決めておく。

・普段から家具の倒れてくる危険がある部屋では就寝しない。

② 揺れが落ち着いたら、玄関ドアまたはバルコニー側の窓のサッシを開け、

避難路を確保する

③ 家族の安全を確認したら、戸外に出て、隣近所の安否を確認し合う

④ 『大丈夫です』カードを玄関ドアにかけ、自宅で待機する

余裕がある人は、近隣の情報を持って、管理事務室前に集合する

⑤ 非難する場合は鍵をかけ、電気のブレーカーを切り、ガス・水道の

元栓を締める

※詳細は配布した『栄防災ノート』をご参照ください。

横浜レジデンス管理組合 理事会

震災対策10原則
５つの備えと５つの行動

これだけは準備しておこう！！

あわてず、すばやく行動しよう！！

避難

居住者への啓発

参考にする際のポイント



本事例集の掲載情報は2026年3月時点の情報です。マンション防災マニュアル作成の手引き 事例集

おすすめの
マンションタイプ

特 徴

P.11

l 住民の防災意識を高めることを目的として、防災通信や居住者向けのホームページを作成している。

l わかりやすい言葉やイラストを用い、マガジン形式やホームページ等で気軽にアクセスできるよう工夫
している。

l 身近な媒体で情報を発信することで、家庭での備蓄等の事前の備えや、災害時の協力体制の向上につな
げている。

事例
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居住者への啓発

ディアパークスグランサウスコート・ディアパークスコンフォートスクエア（港北区）
総戸数：128戸／308戸 建物：地上７階／11階

防災通信の発行やホームページによる
防災知識の啓発

シティ能見台ふれあいの街（金沢区) 総戸数：624戸 建物：地上６〜11階 12棟

l 防災意識は期間があくと薄れてしまうため、防災に関する広報や配信は、定期的かつ継続的に行うこ
とが効果的です。

l ホームページやブログ、LINE、SNS等のITツールも有効です。得意な人を探してみましょう。

• 自治会・管理組合が合同で、防災通信「なまずん通信」を2019年９月
から2023年４月までの５年間（年４回、全15回）にわたり発行し全戸
に配布した。

• 防災マニュアルは「災害対策本部用」と「住民用」の２種類を作成し
ているが、より気軽に防災を知ってもらう取り組みとして、防災通信
を発行している。

• 小学生高学年以上でも理解できるよう、やさしい言葉づかいやふりが
な、イラストを用いる等、工夫を凝らしている。

• マンション専用の防災ポータルサイトを構築し、スマートフォン等から最新の防災マニュアル等を確認す
ることができる。

• 防災掲示板で防災訓練の活動報告等を読むことができる。

① 携帯トイレの使い方
② 地震のしくみと震度について
③ 家族で話し合っておくこと
④ 災害対策本部（１回目）
⑤ 災害対策本部（２回目）
⑥ 防災備蓄品と防災備品
⑦ 災害時のライフライン（給水）
⑧ 災害時のライフライン（排水）

⑨ 災害時のライフライン（排水）
⑩ 災害時のライフライン（電気）
⑪ 集中管理システム
⑫ 災害時のエレベーター使用について
⑬ 新しい災害対策本部組織
⑭ 各住戸で準備しておくこと
⑮ これまでの振り返り

なまずん通信

ポータルサイトの画面（PC版）

「なまずん通信」で扱ったテーマ

参考にする際のポイント



本事例集の掲載情報は2026年3月時点の情報です。マンション防災マニュアル作成の手引き 事例集

おすすめの
マンションタイプ

特 徴

P.12

l 防災委員会が「防災意識に関するアンケート」を実施し、その結果を４ページのリーフレットにまとめ
て公表している。

l アンケートでは「備蓄」「室内の防災対策」「助け合い」「専門スキル」「情報収集手段」等を質問。

l アンケートへの回答や結果のフィードバックを通じて、他の居住者の備えや意識を知る機会となり、防
災意識の向上につながっている。

Brillia City横浜磯子（磯子区）総戸数：1230戸 建物：地上４〜11階 13棟

事例
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リーフレット表紙 アンケート結果

l 備蓄の状況の確認とあわせて、防災組織で懸念している事項や啓発したい事項に関する質問を加える
ことで、懸念事項の状況確認ができ、防災意識の啓発にもつながります。

l アンケート結果は、回覧板、掲示板、エレベーター、全戸配布等でできる限り居住者の目に留まるよ
うにすることが大切です。

防災アンケートによる居住者の防災意識向上

居住者への啓発

参考にする際のポイント



本事例集の掲載情報は2026年3月時点の情報です。マンション防災マニュアル作成の手引き 事例集

おすすめの
マンションタイプ

特 徴

P.13

l 13棟と多棟であることを踏まえて、全体の役割ごとの班体制に加えて、棟ごとの「棟リーダー」、フロ
アごとの「フロア代表」を設定する組織構成としている。

l 棟リーダーの役割は、災害対策本部との連携や各棟で発生する事項への対応、フロア代表の役割は、各
フロア居住者への情報伝達や支援物資の受け渡し等となっている。

l 棟やフロアの範囲と代表者、役割を定めることで、情報の収集・伝達や報告、物資の受け渡し等をス
ムーズに行うことができる。

Brillia City横浜磯子（磯子区）総戸数：1230戸 建物：地上４〜11階 13棟

事例
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災害対策本部の組織図

災害時の活動体制

棟やフロアごとにリーダーや代表を定めた
情報伝達によるスムーズな防災活動体制づくり

l 一棟あたりの戸数を踏まえて、棟単位にするか、複数棟をまとめたブロック単位とするか検討が必要
です。

l 棟と本部、棟と棟間の情報通信手段を用意しておくと、災害時のやりとりがスムーズになります。

各棟リーダー
• 各棟と災害対策本部の連携
• 各棟で発生する事項への対応

各フロア代表
• 各棟リーダーの指示の元、各フ
ロア居住者との情報伝達や支援
物資の受け渡し等を担う。

配置図

参考にする際のポイント



本事例集の掲載情報は2026年3月時点の情報です。マンション防災マニュアル作成の手引き 事例集

おすすめの
マンションタイプ

特 徴

P.14

l 災害対策本部は、安否確認、建物点検、情報共有等の活動がしやすいよう階段やエレベーターを考慮し
たAからFの６ブロックに分割している。

l ブロックの情報は各ブロックの１階（拠点階）に集約し、拠点から無線機で災害対策本部に報告・共有
する。

l ブロックごとの担当は輪番制で定める。

l ブロックを中心にした防災活動を展開することで、ブロックごとの情報収集や伝達、対応が迅速にな
り、災害対策本部とブロックの連携がスムーズになる。

事例
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l 水平移動や垂直移動を考慮して活動しやすいまとまりになるようブロックを設定します。

l ブロックごとにリーダーを定め、ブロック間及び災害対策本部との情報伝達手段（無線、伝令、イン
ターホン等）をあらかじめ検討しておきます。

l 各種様式はブロック単位で作成し、活動拠点ごとに保管してすぐに使用できるようにしておきます。

災害時の活動体制

階段やエレベーターの動線を考慮した
活動範囲の細分化

ザ・パークハウス横浜新子安ガーデン（神奈川区）総戸数：499戸 建物：地上10階 地下１階

A

B

E F

C D ブロック割

〜A F

災害対策本部体制とブロック構成

災害対策本部体制

理事会

理事長 副理事長 会計担当 防災担当 理事 監事

災害対策本部

本部長 副本部長

１名 理事長 ３名 副理事長

情報班
班長１名
防災担当理事

消火班
班長１名
会計担当理事

救助救護班
班長１名
理事

避難誘導班
班長１名
理事

生活班
班長１名
監事

担当４名 担当２名 担当２名 担当２名 担当２名

防災組織

管理組合

理事会役員は災害対策本部員を兼務する

参考にする際のポイント



本事例集の掲載情報は2026年3月時点の情報です。マンション防災マニュアル作成の手引き 事例集

おすすめの
マンションタイプ

特 徴

P.15

l 33階の高層マンションのため、３階ごとにブロックを設定しブロック代表を定めている。さらに、ブ
ロックごとに情報班、救護班、安全班、物資班を構成し、班長を定めている。要員は、震災発生時に率
先して対応できるメンバーで決定する。

l エレベーターが止まった際の移動を考慮した３階層ごとのブロックにより、要員の活動負担を減らすこ
とができる。また、ブロック別でも災害対策本部に準じた組織体制とすることで、活動の統括や連携が
しやすくなる。

事例
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災害時の活動体制

情報伝達がしやすい３階層ごとの
活動体制づくり

上⼤岡タワーザレジデンス（港南区）総戸数：346戸 建物：地上33階 地下２階

災害対策本部の構成

l 居住者が自分が該当するブロック階や拠点階を認識しておくことが大切です。

（例）

• 各階の掲示板やエレベーターホール等に「あなたの階は○ブロック／拠点階は○階です」と明記する
• 防災マニュアルや配布チラシにブロック表を掲載して全戸に配布する
• 訓練時に自分のブロックを確認する 等

参考にする際のポイント



本事例集の掲載情報は2026年3月時点の情報です。マンション防災マニュアル作成の手引き 事例集

おすすめの
マンションタイプ

特 徴

P.16

l 「防災マニュアル」に災害対策本部の活動手順を写真や箇条書きでわかりやすく示し居住者に配布して
周知、チェック表形式の手順表である「災害対策本部運営ガイド」や関連する道具類をひとまとめにし
て本部設置場所に保管している。

l 災害発生時には、防災要員のほか協力可能な居住者全員に集合を呼びかけ、本部の立ち上げを行う。

l 本部の立ち上げ場所に必要な道具をまとめてケースやボックスで保管しておくことで、参集した人で手
分けして本部を立ち上げることがしやすくなり、その後の防災活動が円滑になる。

ファミール戸塚ブランニュー250（戸塚区）総戸数：260戸 建物：地上７階 ３棟 地下１階

事例
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防災マニュアル

l 災害対策本部の立ち上げ場所や必要な資機材の保管場所を掲示する等して、日頃から居住者に周知し
ておくことが大切です。

l 集合を呼びかける方法（館内放送、掲示板、メッセージアプリ等）は、複数の手段を用意しておきま
す。

災害時の活動体制

災害対策本部の立ち上げに必要な備品を
ひとまとめにして本部設置場所に保管

参考にする際のポイント
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おすすめの
マンションタイプ

特 徴
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l 時間の経過に応じて「個人・家族」と「災害対策本部」が行う行動をまとめた「スマートシート」を作
成している。

l 時系列でやるべき活動が列挙され、その活動の主担当とサポートが星取り表で示されていることで、マ
ンション全体の活動と活動の担当が一覧できるため、人員の配置や活動の進捗を把握しやすい。

l スマートシートは、平時から防災委員会の活動拠点に掲示している。

l スマートシートには、「災害発生後」だけでなく「事前の備え」も示している。

アリュール横濱星川（保土ヶ谷区）総戸数：106戸 建物：地上10階

事例
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防災スマートシート

l 活動を整理する前に、各班の役割と活動内容を明確にしておくことが大切です。

l 災害時の活動を一覧で整理したら、大きく印刷し張り出す、A３サイズで出力しておく等すると、活
動の漏れの確認や優先順位がつけやすくなります。

災害対策本部活動フロー

個人と防災組織の行動を時系列でまとめた
シートの作成

災害発生後 事前の備え

拡大図
時
間
の
経
過
↓

参考にする際のポイント



本事例集の掲載情報は2026年3月時点の情報です。マンション防災マニュアル作成の手引き 事例集

おすすめの
マンションタイプ

特 徴

P.18

l 「災害対策本部マニュアル」は 災害発生時の全体フロー、各班の行動手順（チェックリスト）、各行
動の作業マニュアルからなる。加えて、備蓄品リストや広報掲示ツールを作成している。

l 全体フローと対応した行動手順書と作業マニュアルの作成により、フロー図で防災活動の全貌を把握で
き、詳細な活動は手順書、マニュアルでフォローすることで、集まった人で防災活動の手分けがしやす
くなる。

パーク・ハイム金沢文庫（金沢区）総戸数：78戸 建物：地上４階 地下７階

事例
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災害対策本部マニュアルの構成

災害対策本部活動フロー

全体フローと行動手順書、作業マニュアルを
体系的に整備

l 班ごとで活動しても他の班がどのような活動をしているかを把握するため、全体の活動が一目でわか
る全体行動のフロー図や行動チェックリストや詳細な個別マニュアルがあるとわかりやすいです。

全体フロー 各班行動手順書
災害対策本部 ⾏動⼿順書 パーク・ハイム⾦沢⽂庫

防災委員会

作成⽇ 20240707

作成者 ⼄藤

備考 参考資料等

□ 班⻑はメンバーへの説明・指⽰
・つなぐ班⾏動⼿順書
・災害対策本部ツール

□ 初動掲⽰

□  

□
□
□
□
□ 　

□ 「ゆいぽた」⾮登録者

□ 本部内掲⽰

□

□ ・メディア情報

□ ・⾏政情報

□

□ ・「ゆいぽた」災害掲⽰板

□ ＊本部内掲⽰板に記録

□
□
□
□

6 外部との連携 □
 地域防災拠点（⾃治体）
 近隣町内会（⾚井３地区）
 三井ﾚｼﾞﾃﾞﾝｼｬﾙ/Alsok

・地域防災拠点
　報告フォーマット

□

5 住⺠への広報

・ 対策本部開設を広報する
　　（「ゆいぽた」・掲⽰版）

③広報マニュアル
・広報TOOL

③広報マニュアル
・広報TOOL

 本部/各班 連携

・掲⽰板/「ゆいぽた」発信

・ ⾃治体／地域防災拠点よりの情報

・ 近隣町内会よりの情報

・ 本部／各班との情報共有

・ 安否確認シートの受付

・ 「ゆいぽた」データの確認

 くらし班へ連絡　連携

・ 未報告住⺠への呼びかけ

④安否確認マニュアル

・住⺠名簿
・要配慮者リスト
　（本部⻑より提供）

・緊急連絡先

3 住⺠全員の安否確認

　・ 要配慮者の確認

　・ 要配慮者の安否確認

・ 安否／所在／住⺠情報の整理

・ 未報告者への継続確認

・ 周辺被災情報
　　　ー損壊／⽔害／交通／インフラ

・ 各種情報の発信／広報

　ー施設安全・インフラ情報

　ー⽣活⽀援（物資など）

　ーマンション内ルール（排⽔・ゴミ・EV）

・ 各班／住⺠よりの情報⼊⼿、整理
　　ー⽔・ガス・電気・トイレ／⾷糧／困りごと

・ 外部への報告／情報共有

4 情報収集・共有

・ 外部情報収集／情報発信
・ 住⺠の安否確認／所在確認
・ 対策本部から居住者の広報活動
・ 外部との連携窓⼝

・ 「ゆいぽた」データの確認

機
能 　つなぐ班（情報収集・広報機能）

役
割

・ 正副本部⻑及び各班と連携、協働
・ 内外の情報を収集し、対策本部内へ提供する
・ 対策本部からの内外情報発信、住⺠への広報活動

⾏
動

⾏動⼿順 作業内容

　本部組織活動（役割分担）

・ 本部⻑の指⽰にて班⻑を決定
・ 要員を決定し組織化する

・ 掲⽰板等、広報⼿段を設営1 つなぐ班⽴上げ

2 要配慮者の安否確認

参考にする際のポイント



本事例集の掲載情報は2026年3月時点の情報です。マンション防災マニュアル作成の手引き 事例集

おすすめの
マンションタイプ

特 徴

P.19

l 居住者は原則、１階エントランス又は集会室に掲示した「安否・安全確認ボード」に状況を記入する。
無事や安全である場合は自分の部屋番号に「○」を記入する。

l １階エントランス又は集会室に集合できない居住者は、玄関ドアに「無事ですカード」を掲示し、安否
表示する。「安否確認、救助・救護班」が、ボードに「○」がない世帯のカード掲示状況を確認し記入
する。

l 安否確認及び援護行動は、事前に安否確認及び援護を希望する旨の届出をされた方々を優先する。

l 安否状況をまとめるボードを用意することで、居住者同士の安否確認や安否が確認できていない居住者
を共有でき、安否確認を迅速に行うことができる。

中山パーク・ホームズ（緑区）総戸数：128戸 建物：地上11階

事例

17

安否・安全確認ボード

安否確認

安否確認ボードによる安否確認結果の見える化

l 安否確認状況を一覧で把握できるまとめの様式は事前に大判用紙やA３用紙に出力しておくと活動が
スムーズです。住民が記入する際は記入の凡例を用意しておきます。

l ステッカーの他に、タスキやタオル、シート等もあります。用意しやすいもので居住者が安否を知ら
せやくすることが大切です。

「無事ですカード」

記入凡例

p 安否確認・救護の希望申出をされた住戸→二重線

p  「安否・安全確認ボード」で、安否状況が記入された住戸→○

p  ドアに「無事ですカード」が貼られた住戸 → □印

p 安否確認が取れない住戸 → ×印

p 救護・救助の求めがあった住戸→ ◎印

p 別の場所に避難した住戸 → ■印

参考にする際のポイント



本事例集の掲載情報は2026年3月時点の情報です。マンション防災マニュアル作成の手引き 事例集

おすすめの
マンションタイプ

特 徴

P.20

ライオンズマンション横浜星川（保土ヶ谷区）総戸数：128戸 建物：地上11階 地下１階

事例

18

◀ 防災啓発チラシや防災委員会
からの共有書類を掲示

安否確認

「平時」も「災害時」も利用できる
防災ボードの設置

l エントランスに設置されているホワイトボードは両面仕様とし、平時と災害時に利用できるようにして
いる。

l 平常時には防災関連情報の掲示に活用し居住者の防災意識の啓発を図り、災害時にはホワイトボードを
裏返し、すぐに「安否確認住居表示板」として使用することが可能。

l 日常から防災意識を啓発する防災ボードを設置しておくことで、災害時の災害対策本部活動への協力の
意識を醸成できる。

l ホワイトボードを常設できない場合は、様式を大判印刷で印刷しておき、貼り出す場所を決めておく、
筆記用具、画鋲、テープ等をまとめておくことだけでも有効です。

安否確認住居表示板▶

訓練の様子

防災ボード（平時）

防災ボード（災害時）

参考にする際のポイント



本事例集の掲載情報は2026年3月時点の情報です。マンション防災マニュアル作成の手引き 事例集

おすすめの
マンションタイプ

特 徴

P.21

上大岡タワーザレジデンス（港南区）総戸数：346戸 建物：地上33階 地下２階

事例

19
安否確認

l 33階の高層マンションであり、中間階の20階と29階の防災倉庫に安否確認活動や救護活動等で７階の災
害対策本部と連絡をとるための無線機を設置している。

l 高層階はエレベーターが止まった場合、上下階の移動が困難になるため、中間階に無線機を設置するこ
とで、上下階の情報伝達の時間ロスを無くし、連携を密にすることができる。

l 停電時の対応（予備電池、ポータブル充電等）を準備しておく必要があります。

l 防災訓練やお祭り、イベント等で日常的に利用し、使い方に慣れておきます。

安否確認活動で使う名簿

上大岡タワーザレジデンス防災マニュアル（各住戸向け）
各ブロック別防災倉庫階数

中間階に整備している防災無線

中間階への無線機配置による上下階の
情報連携の維持

中間階に配置
７、20、29階

参考にする際のポイント



本事例集の掲載情報は2026年3月時点の情報です。マンション防災マニュアル作成の手引き 事例集

おすすめの
マンションタイプ

特 徴

P.22

三ツ境ハイタウンテラスハウス（旭区）総戸数：69戸 建物：地上３階 ２棟

事例

20
安否確認

支援が必要な人を事前に把握し、
近隣の支援者とつながって支える仕組みづくり

l 災害時に自力で避難が難しい方や、独居で不安のある方等の要援護者を申出制で事前に把握し、支援内
容ごとに整理した「災害時要援護者名簿」＊を作成している。

＊区と名簿の提供に関する協定を締結した自治会から、本人の同意を得た名簿を管理組合が提供。

l 名簿をもとに、災害時の支援者と要援護者の組み合わせを事前に決め、震度６以上の地震等が発生した
場合には、支援者が訪問・声かけを行うことを双方で共有している。

l 作成した名簿は管理員室の施錠された場所に保管し、毎年内容を確認・更新している。

l 手上げ方式の要援護者名簿を作成しておくことで、優先的な安否確認活動が行いやすくなり、近隣での
助け合いの声かけがしやすくなる。また、事前にアンケートを行うことで、自助や共助の意識向上につ
ながる。

自治会から提供される「要援護者名簿」のイメージ

l 名簿は年に１回は情報を更新することが必要です。

l 支援者の負担が偏らないよう、複数人でのサポート体制を組めると良いです。

l 防災訓練やイベント等で、平時に支援者同士や要援護者と顔合わせの機会を設けると安心感が高まり
ます。

l 要援護者にバンダナやタスキ等を事前に配布し、掲示されていない部屋へは居住者がお互いに声かけ
をするように呼びかける等の方法もあります。

管理組合が作成した「災害時要援護者名簿」（①） 支援者設定に関する通知（②）

栄区「災害時要援護者支援の手引」平成27年３月より

• 「災害時要援護者名簿」（①）を元に支援者
設定を行う。

• 援護希望者と近所で協力をしてくれる支援者
をマッチングしている。（②）

参考にする際のポイント



本事例集の掲載情報は2026年3月時点の情報です。マンション防災マニュアル作成の手引き 事例集

おすすめの
マンションタイプ

特 徴

P.23

l 「建物応急チェックリスト」で点検箇所を項目ごとに整理している。

l 建物点検は発災翌日を目安に情報班を中心に実施し、必ず複数名で行う。

l 点検は応急的なものであり、被害の有無（「あり」「なし」）を確認し、被害の状況によっては住民に
避難や注意を呼びかける。

l 応急の建物点検は慣れていない人が行う場合が多く、どこを点検していいかわかりづらい。「建物応急
チェックリスト」を作成しておくことで、点検の漏れを少なくする、点検活動の手分け、二次災害の防
止措置等が行いやすくなる。

グランドベイヒルズ横浜（南区）総戸数：105戸 建物：地上10階

事例

21

建物応急チェックリスト

建物の安全点検

l チェックリストと図面は紙に印刷しておき、すぐに使えるようにしておきます。

l 注意喚起のために「危険」や「立入禁止」等の掲示物を事前に作成しておくと活動がスムーズです。

l 居住者に建築や土木に詳しい人がいれば協力を仰ぎます。

応急点検チェックリストを使った居住者による
建物の安全確認と二次災害防止措置

参考にする際のポイント



本事例集の掲載情報は2026年3月時点の情報です。マンション防災マニュアル作成の手引き 事例集

おすすめの
マンションタイプ

特 徴

P.24

シティ能見台ふれあいの街（金沢区）総戸数：624戸 建物：地上６〜11階 12棟

事例

22
トイレ・排水対応

l 災害対策全般（防災組織、排水・トイレ、情報発信の方法等）についての住民説明会を開催し、資料を
配布している。

l 住民向けの資料では、排水禁止とする理由や排水の経路、再開までの流れ等をイラストを使ってわかり
やすくまとめている。

l 実際に通水チェッカーを使⽤した際の動画を撮影して、防災訓練等で活⽤している。

l 排水管やマンホールの中は普段は見られないため、イラストや写真、動画等を活用して啓発することで
居住者の理解が得やすくなる。

l 「なぜ」排水を禁止するのかの理由や、居住者自身が「困ること」を伝えると、自分ごととして理解
が深まります。

住民説明会の資料 トイレ点検の操作方法の啓発動画

トイレ・排水の防災知識をイラストや動画で
わかりやすく発信

⽩濁の⽔と上層階から流した確認⽤のボールが⾒える

「マンションのトイレや排水管を使用禁止にする仕組み」説明会資料より

参考にする際のポイント



本事例集の掲載情報は2026年3月時点の情報です。マンション防災マニュアル作成の手引き 事例集

おすすめの
マンションタイプ

特 徴

P.25

l 排水の解除に向け、「緊急点検ステップ」「機能点検」「暫定使用」の３段階に分けた活動の手順をマ
ニュアル化している。

l 「緊急点検」で異常が確認されなかった場合、バケツ洗浄の使用を許可しているが、引き続き排水管の
漏水等の点検作業を行うことにしている。

l 排水を制限した後の再開のタイミングは居住者にとっても関心が高い重要事項のため、制限解除の手順
やマニュアルを定めておくことは、適切な再開につながるだけでなく、制限が続く場合も居住者からの
協力が得やすくなる。

サンハイツ戸塚（戸塚区）総戸数：97戸 建物：地上５階

事例

23

排水制限解除の手順（震度５強以上の地震発生時の対応）

l 排水管等から異臭や漏水等の異常がないかを事前に点検することは、被害の拡大防止につながります。

l 排水管の通水確認方法は、管理組合、自治会各役員等で毎年実施する防災訓練の場で訓練します。

l 点検箇所の詳細がわからない場合は、マンションの管理会社が契約している設備業者に相談します。

排水制限解除の手順や点検方法のマニュアル化

トイレ・排水対応

共用部排水管の損傷の
有無を確認する手順書

参考にする際のポイント



本事例集の掲載情報は2026年3月時点の情報です。マンション防災マニュアル作成の手引き 事例集

おすすめの
マンションタイプ

特 徴

P.26

ディアパークスグランサウスコート・ディアパークスコンフォートスクエア（港北区）
総戸数：128戸／308戸 建物：地上７階／地上11階

事例

24
生活支援

地域防災拠点の支援物資をマンション単位で
受け取る体制づくり

l ディアパークスは地域防災拠点（北綱島小学校）のサテライト（在宅避難所）として自主運営を行うが、
地域防災拠点と協力した災害時の運営を行うこととしている。

l 支援物資の調達は「物資班」が担当し、マンションの代表として地域防災拠点に受け取りに行く。

l 地域防災拠点から受け取った支援物資は「受入物資管理表」に記録し、分配はマンション内で行う。

l 居住者の物資の受け取りは「配布物資受け取りシート」に記入し、重複受け取りを避ける。

l エレベーターの停止等で物資を受け取りに来られない居住者には「救護班」が届けにいく。

l マンションの必要量をまとめてマンション単位で地域防災拠点に物資を受け取りに行く仕組みをつくっ
ておくことは、物資のスムーズな受け取りや分配だけでなく、地域防災拠点の負担解消にもなる。

受入物資管理表／物資配布リスト

l 地域防災拠点と日頃から防災訓練や避難施設運営委員に参加する等して顔の見える関係を作っておく
ことが大切です。

l 支援物資を地域防災拠点からマンションに搬送する手段や分配場所を検討しておきましょう。マン
ション内の移動には台車を用意しておくと便利です。

l 支援物資を分配する際は事前に告知してから行い、トラブルを回避します。

様式６−２ 物資配布リスト

参考にする際のポイント



本事例集の掲載情報は2026年3月時点の情報です。マンション防災マニュアル作成の手引き 事例集

おすすめの
マンションタイプ

特 徴

P.27

事例

25
水害対策

水害時の避難対象者の事前把握と要配慮者向け
の避難場所の開設

l 住戸に浸水の恐れがある場合は、上層階に避難。

l 要援護者は、浸水被害のない上層の２階のゲストルームか３階のファミリーフロアに避難することを取
り決めている。

l ハザードマップで想定される浸水深を参考に、避難を呼びかける階や高齢者等の居住者を決めておくこ
とで逃げ遅れを回避することができる。

l ハザードマップで浸水想定の高さと範囲を確認し、避難対象を定めます。

l マンションの浸水しないフロアに緊急避難できる集会所等があれば望ましいですが、ない場合は知人
宅、避難所等を日頃から考えておいてもらうよう防災訓練や回覧板で呼びかけておくことが大切です。

避難対象
１階居住者

要援護者の避難先の確保
（垂直避難）

ディアパークス防災マニュアル 風水害対応

ディアパークスグランサウスコート・ディアパークスコンフォートスクエア（港北区）
総戸数：128戸／308戸 建物：地上７階／地上11階

参考にする際のポイント



本事例集の掲載情報は2026年3月時点の情報です。マンション防災マニュアル作成の手引き 事例集

おすすめの
マンションタイプ

特 徴

P.28

BELISTA横浜（西区）総戸数：199戸 建物：地上11階

事例

26
水害対策

l 「水防手順書」を作成し、水防の考え方、水防の手順、防水壁の作り方等をまとめている。

l 水害対策だけでなく、水害への備えがマンションの資産価値にも関与することを住民に啓発している。

l 水害は気象情報からある程度予測することができるため、水害時の対応を手順書にまとめておき、訓練
をしておくことは被害の軽減につながる。

BELISTA横浜水防手順書

浸水対策の手順書の作成

l 手順書では、「いつ」「誰が」「何をする」を明確にし、訓練で体験者を増やしておきます。

l 平時からマンションの水害リスクを居住者に周知しておくことが重要です。

参考にする際のポイント



本事例集の掲載情報は2026年3月時点の情報です。マンション防災マニュアル作成の手引き 事例集

おすすめの
マンションタイプ

特 徴
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戸塚ハイライズ（戸塚区）総戸数：400戸 建物：地上11階

事例

27
水害対策

l 柏尾川が氾濫した場合を想定した水害発生時の行動マニュアルを作成している。

l 時系列に応じたタイムラインを作成し、「居住者」の避難行動と「自衛防災隊や管理組合等の災害対策
本部」の活動のタイミングと活動内容を示している。

l 避難活動は１～２階に居住する要援護者の安否確認と避難支援を主として行うこととしている。

l 想定最大規模の洪水が発生した場合、受変電設備が浸水する可能性があり、全棟で停電するリスクを踏
まえた活動内容としている。

l タイムラインを作成しておくことで、気象情報、防災情報等をもとに適切な防災行動のタイミングを図
りやすくなり、関係者とも調整がしやすくなる。

戸塚ハイライズ 自衛防災隊 水災害発生時の災害対策本部行動マニュアル

水害時の災害対策本部活動のマニュアルと
タイムラインの作成

l 停電はエレベーターの停止や断水等マンション全体に関わるため、ハザードマップ等で浸水深と電気
設備の位置や影響を確認しておくことが大切です。

l 特に低層階の居住者には、事前に避難先を検討しておくように啓発しておきます。

参考にする際のポイント
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その他（地域連携）

l みなとみらい21地区では、既存の地域防災拠点との関わりが薄い
ことや、高層マンション特有の停電・トイレ問題への不安があっ
た。そこで「防災」と「コミュニティ」をテーマとした協議体と
して「みなとみらい防災ベイス（M.M.Base）」を設立した。

l マンションの規模や組織体制等が異なるため、役員の任期が終了
しても関心のある人が関われる個人会員制度等の緩やかに関わり
を持てる仕組みがある。

l M.M.Baseでは、月１回の定例会を開催し、防災に関する疑問や悩
みの相談、情報交換を行っている。そこで得られた内容は、それ
ぞれのマンションに持ち帰り、理事会等で共有することで、地域
全体の防災力の底上げにつなげている。

l 年に１回、区役所と連携した防災訓練を実施している。災害時の
支援物資の受け取りは、M.M.Baseが区との連絡窓口となり、避難
所へ住民ボランティアを派遣することを想定している。 連携しているマンションの位置関係

マンションが連携するからこそできる
避難所との連携やマンション同士の情報交換

l 複数のマンションが情報や活動を共有するのに、ホームページやLINE等のオンラインツールが有効で
す。新しい居住者に対しても過去の活動が伝わり、活動のアーカイブにもなります。

l 夏休みのラジオ体操や地域のお祭り等を通じた平時の交流が、災害時の助け合いにもつながります。

地域と連携した物資配給訓練 給水所の開設訓練

• 支援物資の配給拠点、情報ハブ、避難者の受入れ
拠点をみなとみらい本町小学校に開設する訓練。

• 近隣の高島中央公園にある市の地下給水タンクを
活用した、断水時の給水所設置訓練。

• ホームページやLINEを開設し、居住者への啓発や情報共通のための「みらい回覧板」を発信している。

物資 給水

情報

ホームページ みらい回覧板

参考にする際のポイント


